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はじめに

　今日の先進資本主義諾国は，！９７３年に変動相場制に移行して以来，国際的経

済関係に重要た変化が生じた。第２次世界大戦後のＩ　ＭＦ体制は，アメリカ
・

ドノレを基軸にした固定相場制の緯持を目的の一つとしていた。Ｉ　ＭＦはアメリ

カの世界市場支配を補完するものでもあ った。しかし１９７１年８月の ニクソソ新

経済政策は，アメリカ ・トルの世界市場支配の変更を余儀なくさせた。金 ・ト

ノレ交換の歯止めがなくなったアメリカ ・ド ノレは，一方ではアメリカの相対的地

位の低下を示すものであり ，他方ではアメリヵ ・ド ノレが無制限に世界市場への

ばらまきを可能にすることでもあった 。

　今目の国際通貨問題は，アメリカの貿易収支の恒常的赤字・大量的過剰トル

の存在，発展途上国および杜会主義諸国の累積赤字 ・債務増大・国際通貨改革

の行き詰まりなどの中でアメリヵ ・トノレが依然として国際通貨の基軸として流

通していることが特徴的である。こうした事態が進行しているのは，各資本主

義国か協調体制をとらたいかぎり世界不況下の資本主義の矛盾がさらに激しく

在ること，および別の面では ヨーロッパ ・目本のアメリカからの相対的自立に

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１１１）
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ともなって各国民的通貨が ローカル ・カレソシーから国際通貨への道を歩もう

としていることである。いわぱ金 ・ドル交換という国際通貨としての最大の基

礎を失ったアメリカ ・ド ノレを一方では国際通貨として認めながら他方では西欧

・日本が 目一カノレ ・カレソシーからの脱却をはかる動きがあることである 。そ

れは国際通貨間題を軸として国際的経済関係に協調と対立が進行しているとい

うことでもある。第２次世界大戦後の世界資本主義は国際通貨間題に現れてい

るように，それだげ混迷の度を深めているということ，資本主義の経済構造 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）世界経済の構造がそれだげ複雑化していることを意味しているのである
。

　今目の国際通貨問題の特徴の一つとして先進資本主義国の変動相場制への移

行がある。資本主義国の外国為替相場がつねに大きく変動するという事態が国

際的経済関係を一層複雑化させている。先進資本主義国は依然としてアメリカ

・ドルにリソクして外国為替相場を表示している。そのためアメリカの国際収

支状況によっ て各国の外国為替相場はつねに変動するという事態が生じている
。

目本とアメリカとの関係でいえぱ１９８６年から８７年にかげていわゆる大幅な円高

現象が生じた。目本とアメリカとの大幅な貿場の不均衡が円局現象の背景にあ

るとはいえ・ある一時期に集中して現れるのはどのような原因によっているの

かは，今目の経済学の重大関心事であり ，解明しなげれぽならたい問題である
。

　外国為替相場現象に関しては，従来から外国為替相場論として種々論じられ
　　　２）

てきた。とくに外国為替相場の変動要因としては国際収支の支払い差額，貨幣

の減価，外国為替相場の本質としては両替 ・交換比率，手彩価格，貸付利子説

などとしてである。しかし今目の外国為替相場の動きをみると従来の外国為替

相場論では十分説明できない事態も生じている。しかし今日の外国為替相場現

象が複雑化し，従来の外国為替相場論では十分説明できない問題を含むからと

いっ て， 外国為替相場は資本主義の運動法則 ・理論の解明を不可能にするとい

うことではない。資本主義におげる外国為替相場の特徴 ・本質を明らかにする

ことによっ て， 今目の外国為替相場現象との関連あるいは乖離の問題を明らか

にしうるのである 。

　外国為替に関しては，すでにさまざまな議論がなされているが，依然として

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１１２）
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一致点が見いだせたいまま現在にいたっている。「円高」に代表されるように

今目の外国為替相場の動きは，非常に複雑化している。したがって外国為替相

場の理論と実状をあきらかにすることは，経済学にとっ ても重要な課題といわ

なげれぱならない。そこで，本稿では従来の論争をふまえつつ外国為替の問題

について整理するものである 。

　　 １）　 Ｉ　ＭＦ体制下におけるドル問題をどのように理論的に位置づけるか，また第２

　　　次世界大戦後の国際通貨体制をどのように位置づげるか，という問題は，第１に

　　　国際通貨 ・ドルをどのように捉えるかという問題であり ，第２に国民的通貨が国

　　　際通貨になる場合どのような条件 ・どのようた隈界があるかということ，第３に

　　　不換国民通貨は国際通貨として流通しえるのかということ，その場合の条件と限

　　　界は何かということ，第４に特殊 ・歴史的たアメリカ ・ド ノレが国際通貨として流

　　　通しえた根拠と限界は何か，ということである。以上の問題を整理することは混

　　　迷化する今目の国際通貨問題を明らかにする基礎を与えることになろう 。

　　　　国際通貨は，準備資産として，敢引通貨として，決済通貨として使用される 。

　　　　この全ての機能を十全に果たすことができるのはいうまでもたく世界貨幣＝金で

　　　ある。金は国際的商品交換のさいに常に使用されるということになれぱ，運賃 ，

　　　保険料などの費用を要しそれ自体外国貿易を阻害する要因になりかねない。また

　　　特定の資本主義が世界市場を支配し市場領域を広げているのであれば，金にかわ

　　　　って国民通貨が国際通貨となることが可能である。この場合の条件は特定の国民

　　　通貨の母国が金本位制を採用していることである。あるいは金本位制が停止され

　　　　ていても国民的通貨の価値が減価しないということ，特定の資本主義国の世界市

　　　場支配が強大で他の国民経済を支配しているか植民地化していることたどが条件

　　　　であろう 。不換制下においても一国資本主義が世界市場を支配しているか，また

　　　　は国際的経済協力体制が確立しているたらぱ，不換国民通貨でも国際通貨になる

　　　　ことは可能である 。

　　　　　金本位制下および不換制下におげる国際通貨を以上のように整理するたらぱ ，

　　　　戦後のアメリカ ・ドノレはどのように位置づげるべきであろうか 。

　　　　　戦後の国際通貨体制とくにアメリカ ・ドルの国際通貨体制をどのように捉える

　　　　かでは種々な議論がなされてきた。そのたかで戦後の国際通貨体制を金為替本位

　　　　制として位置づげる論者は少なくない。その根拠は，アメリカは１オソス：３５ド

　　　　ルで金とドルとの交換に応じてきたということにある 。アメリカ国内では１９３４年

　　　　金準備法以来金交換が停止されているが，国際的には金交換が行われており ，ア

　　　　メリカ ・ドルは国際的には確定金里のもとで国際通貨になったのだと主張する 。

　　　　さらに１オソス＝３５トルは，価格の度量基準であり ，各国との為替平価は１オソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１１３）
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　　　ス＝３５ドルを基準にしてのものであり，各国においても価格の度量基準が存在す

　　　る，したがって金平価も当然存在すると主張する 。

　　　　しかしアメリカ ・ドルが戦後の国際通貨体制において唯一の国際通貨にたった

　　原因は，周知の政治的 ・経済的 ・軍事的優位にたっていたアメリカが，戦後の資
　　本主義世界市場支配を補完するものとして国際通貨面でＩ　ＭＦを，外国貿易の面

　　でＧＡＴＴを設立し利用したことにある。不換通貨ドルは当然のことながら減価

　　する。減価する不換通貨を国際通貨として流通しえた原因は，第１に強カな世界

　　市場支配が貫徹していたこと，第２に国際的協力関係が強固に捗成されていたと

　　いうことである。戦後の国際通貨体制は１９５０年代末までは第１の原因が，６０年代

　　以降とくに７０年代にはいってからは第２の原因がアメリカ ・ドルの国際通貨とし

　　て流通しえた原因である。しかし市場支配，国際経済揚力関係のみで国際通貨と

　　 して流通しうるのではたく ，さらに流通を補完する経済的関係が必要であろう
。

　　それが１オソス＝３５ドノレでの金 ・ドル交換の約束である。１オソス＝３５ドルで金

　　交換を行うことによっ て， 国際的にはド ノレ価値が確定しているかのような幻想を

　　あたえる。アメリカ ・ドルは不換通貨である以上減価するのが　般的状況であ

　　 る。 減価するド ノレ と， １オソス＝３５ドルでの金交換という関係は，ドルと金価値

　　 との乖離現象という矛盾が生じる。金とドルとの乖離現象は国民通貨ドルと国際

　　通貨ドルとの乖離理象を意味するのではない。いわゆるドルの対内価値と対外価

　　値が乖離するということでもない。アメリカ ・ドノレは国内でも国際問でも減価し

　　たドルとしては同一の価値をもつものである。１オソス＝３５ドルで交換するとい

　　うことに，ドルと金との乖離が生じるのである 。

　　　 このように金 ・ドル交換は，ドル価値が国際的に一定であるかのようた幻想を

　　与える。しかしＩ　ＭＦの特徴は，アメリカ ・ドルが国際通貨として流通したこと

　　にある。それは，Ｉ　ＭＦの目的にもあるように，各国は国際収支の均衡化を婁請

　　される。逆の関係からすれば，アメリカのみがｒ国際収支節度」を遵守しなくて

　　もすむ体制であったことである。アメリカの世界市場支配は，資本進出，援助 ，

　　軍事基地等によっ て補完されたが，これらはアメリカ ・トルが国際通貨として流

　　通しえたことからも可能なことであった。それがアメリカ ・ドルのいわゆるタレ

　　流しとなり ，国際通貨危機を爆発させたのである 。１９７１年８月の ニクソソ新経済
　　政策は国際通貨としてのアメリガ ・ドルの矛盾が集約されたものである

。

　　　 ニクソソ新経済政策以降アメリカ ・ドルは，金 ・ドル交換を停止し，金 ・ドル

　　価値の乖離という矛盾を，国際的に認めたことになる。さらにアメリカ ・ド ノレの

　　 タレ流し政策の歯止めがたくなったことを意味する。したがって ニクソソ新経済

　　政策は通常Ｉ　ＭＦ体制の崩壊といわれているが，正確には金 ・ドル交換の歯止め

　　がなくなったアメリヵ ・ドルが一層無制限にタレ流しを続げることが可能な体制

　　になったことである。このことからアメリカは国際通貨政策をはじめとする国際

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１１４）
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経済，国民経済政策に一大転機をもたらすことが可能になったことである。いわ

ぱ戦後の国際通貨体制におげるアメリカ ・ドル支配の構造の変更を余儀なくさせ

たということにほかたらない。このことはアメリカ ・ドル支配を一層強固にした

　ということではたい。もともとド ノレ危機の原因の一つには，アメリカの相対的地

位の低下，いいかえれぱ ヨーロッパ，目本の資本主義国の生産力上昇，国際的競

争力の増大がある。ニクソソ新経済政策はアメリカの相対的地律の低下を追認す

　ることにほかならないから，その後の国際通貨体制はアメリカ ・ドノレの矛盾を一

　層露呈することになったのである。国際通貨問題は先進資本主義国における変動

相場制への移行，いわゆるドル安傾向，発展途上国の累積債務の増大，そして世

　界不況の長期化たどの特徴的な玩象となり ，さらに ヨーロッバ通貨，目本 ・円た

　との不換国民通貨のｒ国際化」の進展などもそのあらわれである 。

　　不換通貨が国際通貨として流通することは，特殊 ・歴史的なアメリカ ・ドルを

　みるまでもなく一定の限界を有することになる。前述のように不換通貨が国際通

　貨として流通しうる原因は，世界市場が一国によっ て支配されているか，国際的

　経済笛力がたされていることである。しかし資本主義は資本主義であるかぎりこ

　の国際的関係を維持 ・固定化することは不可能である。各資本主義剛こおける生

　産力発展，国際的競争力の上昇などは国際的経済関係の再編を促すからである 。

　今日の国際通貨問題に代表される国際的経済関係は，いわゆる資本主義の不均等

　発展の結果であり ，その国際的経済関係の再編の中で，アメリカ ・ドノレの間題を

　位置づけたげればたら杜い，ということである 。

２）外国為替論に関する論争は，次を参照 。

　　海保幸世「為替論をめくる論争」木下悦二 ・村岡俊三編『国家 ・国際商業 ・世

　界市場』『資本論体系８』有斐閣，１９８５年，所収 。

２． 外国為替論の対象

　国民経済の複合体である世界市場では，貨幣は国民的制服を脱ぎ捨てて元の
　　　　　　　ユ）
地金状態に戻る。貨幣は世界市場において世界貨幣とたるのである。世界市場

での貨幣は国民経済内と異な ってＷ（商品）一Ｇ（貨幣）一Ｗ（商品）の連鎖は生

じない。Ｗ－Ｇ（販売）とＧ－Ｗ（購買）がそれぞれ独立しておこたわれている

のである。したがって世界貨幣は，世界市場ては一方的支払手段およぴ一方的

購買手段として機能する。さらに富　般の絶対的杜会的物質化としても機能す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｕ１５）
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る・ 世界市場では国民経済とは異たった運動形態をとるということである。他

国民経済の国民貨幣（国民通貨）が自国民経済領域に入り込むときは，自国民

貨幣と交換しなげれぱならない。すなわち異種通貨間の交換 ・両替である。世

界市場では交換 ・両替という国民経済領域に入り込む場合の行為は必要ない
。

地金状態の世界貨幣がそのままの形態で流通するのである
。

　世界市場では世界貨幣（金）に代わって世界貨幣の支払手段機能を代位する

外国為替手移が国際的商品交換の際に使用されるようになってくる。この外国

為替の間題は，世界市場の側面から論じ狂げれぱならたいのか，あるいは国民

経済的視点から論じるへきか，いずれの視点に立つかで論理は大きく異なる
。

従来から論じられている世界市場的視点は，国際的商業信用の側面を強調する

ことによっ て国民経済内の異種通貨間の交換および外国為替手形と国民的通貨

との交換 ・売買の間題が重要視されなかった面がある。一方の国民経済的視点

は国民経済内の信用 ・貨幣問題を重視するために世界市場的な特徴とくに国際

的商業信用の間題およぴ世界貨幣の間題を軽視する傾帥こある。世界市場的視

点においてもまた国民経済的視点においても外国為替の一面を強調しているに

すぎないように思われる。したがって外国為替の問題は，世界市場的視点と国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
民経済的視点の両面から論じなげればならないということになる

。

　外国為替の本質は，世界貨幣の支払い手段機能から発生した国際的な商業信

用である。したがって外国為替は世界貨幣の代位機能をもつがゆえに国民経済

領域にはいる場合は，国民的通貨との交換が行われなげれぱならないし，また

商業信用の面からみれば国民経済内の債権 ・債務関係に振り替えることが可能

になることを意味している。外国為替は，世界貨幣の代位機能としての国際的

商業信用という国際経済的側面と，国民経済内におげる振り替えあるいは銀行

を介在しての銀行信用への展開と両面から提える必要がある
。

　外国為替取引は，国際問の債権 ・債務関係を国内の債権 ・債務関係に振り替

える取引も存在する。この場合外国為替取引は，流通空費の節約ということに

汰ろう。しかし外国為替取引は，国際的商業信用の国内への商業信用への単な

る振り替えということが般的たことではたい。外国為替取引は銀行の介在に

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１１６）
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よっ て， 銀行信用への振り替えがおこなわれるのが般的な彩態である。した

がっ て外国為替取引を商業信用と銀行后用の両面からとらえる視点が必要にな
一３）

勾Ｏ

　外国為替取引は，甲国輸出商Ａの乙国輸入商Ｂあてに振り出した外貨建の外

国為替手形を甲国輸入商Ｃに売却する。乙国輸出商Ｄぱ，甲国Ｃあてに振り出

した外国為替手移をＢに売却する。甲国Ａ－Ｃ，乙国Ｄ－Ｂ問の取引によっ て，

資金取り寄せのための外国為替手形は，最初の債務者であ ったＣ，Ｂがそれぞ

れ所持することにたる。そこでＣ，Ｂが出会って外国為替手形を交換すれぱこ

の取引は，甲乙問での現金輸送をせずにすべて完了する。外国為替取引は，甲

国Ａにとっ ては，乙国Ｂあての債権を甲国内に振り替えることによっ て債権 ・

債務関係の変更をもたらす取引でもある。甲国Ａは債権をＣに売却することに

よっ て， 債権者から離れるのであり ，Ｃは，乙国Ｄに対しては債務者であるか

Ｂに対しては債権者となる。同様に乙国Ｂは，甲国Ａに対しては債務者である

がＣに対しては債権者とたる。したがって甲国Ｃと乙国Ｂが出会えぱこの取引

は国際問で現金輸送をせずに完了することが可能である。しかしこの取引の背

後にある債権 ・債務関係は国際問の関係の国内への振替および国際問での債権

・債務者の変更を意味しているが，基本にあるのは甲国，乙国の債権 ・債務関

係すなわち国際的商業信用である 。

　このように外国為替敢引は，２国問の債権 ・債務関係すなわち国際的商業信

用を国内での債権の売買を通して決済する取引である。したがって外国為替取

引は，国際問におげる現金輸送の節約すなわち流通空費節約をもたらすことに

なるのである。外国為替取引は，国際的商業信用と国内での外貨建て外国為替

手形との売買および国際問の決済の全体のメカニ ズムを内容としている。この

外国為替手彩の国内問での売買の際に生じるのが外国為替相場である。外国為

替相場は甲国ＡがＣに外国為替手彫を売却する場合，あるいは同じことを意味

するがＣがＡから購入するときの価格であり ，この外国為替相場は貨幣の減価，

支払い差額を規定要因として変動する。外国為替相場は２国問の通貨の両替を

基礎とする限りにおいては，すなわち外国為替手彩は，世界貨幣（国際通貨）
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の代位機能をもっ ているのであるから，世界貨幣（金）から乖離して変動しえ

ない。したがって外国為替相場は，世界貨幣の流通限度内でしか変動しえ液い

ことになる。世界貨幣の流通限度内とはいうまでもたく世界貨幣の金現送点を

意味している 。

　２国間の国際的経済関係としての外国為替相場は，外国貿易 ・資本移動など

にともなう世界貨幣の移動および国際的商業信用の役割，世界貨幣が国内流通

領域に入る場合のメカニ ズム（それは世界貨幣の代位機能としての外国為替手彩が国

民的通貨と交換される場合を含む），さらに世界貨幣の支払い手段機能から発生し

た外国為替手移がどのようたメカニスムによっ て売買 ・決済がおこたわれるか

を明らかにすることである 。

　外国為替取引は甲国Ａ ・Ｃ，乙国Ｂ ・Ｄ間のそれぞれの関係をしめしている

が， しかし外国為替取引は銀行の介在を無視して論じることは出来たい。甲国

Ａの振り出した輸出手移は甲国の銀行に売却することによっ て， また甲国Ｃの

債務を銀行にあるいは銀行を介して外貨建て外国為替手彩を入手して乙国への

支抵いにあてることが外国為替取引の通常の移態である。したがって外国為替

取引は甲国Ａ ・Ｃ，乙国Ｂ ・Ｄ間のそれぞれの債権 ・債務関係のみならず，銀

行を媒介にした債権 ・債務関係を明らかにすることでなげれぱならない 。

　甲国Ａの債権（外国為替手彩）を甲国の銀行に売却するぱあい，形態的には

「貸付」のようにあらわれるが，しかし債権を譲渡することであり ，明らかに

外国為替手彩の売買によって銀行が乙国Ｂに対する債権者になるのである 。こ

のことによっ て甲国Ａは債権者でたくなる。そして乙国Ｂは依然として債務者

であることに変わりがない。また甲国Ｃは債務を銀行に肩代りしてもらうか

（債務分を邦貨で銀行に支払う）外国為替手彬を購入して債権者に支払うかの方法

をとることになろう 。いずれにせよ銀行を媒介にしなげれぱ国際間の債権 ・債

務関係を決済することが不可能である。そこで外国為替 ・外国為替取引の問題

は， 世界貨幣とその代位機能の運動，国際的商業信用，国際間の貨幣 ・信用現

象を国内に振り替えるメカニ ズム，および銀行を媒介にした国内銀行信用の砂

態および外国為替相場現象を明らかにするということが必要たのである。つま
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り世界貨幣と世界貨幣の代位機能，国際的商業信用，国際的商業信用の国榊こ

おける債権 ・債務関係への振り替え，外国為替手彩の売買にともたう外国為替

相場現象の内容，以上のメカニ ズムをあきらかにすることにほかたらない 。

　外国為替および外国為替取引は，貨幣，信用の国際的経済関係が国民経済の

貨幣，信用関係とどのような関係をもつか，またどのような影響を与えるかを

明らかにすることでもある。だがこの国際問，国内問の貨幣，信用関係が国際

的貨幣 ・信用関係と結び付く基礎は国際問の外国貿易，および資本移動にあり ，

さらに貨幣の世界貨幣としての役割とその代位機能にあることを看過してはな

らないであろう 。

　外国為替の問題は，世界貨幣と国際的商業信用および国際問の貨幣 ・信用現

象を国内剛こ振り替える場合のメカニ ズム，国際間では国民的経済領域での貨

幣・ 商業信用関係が直接適用されず国際問独特の現象として生じるメカニ ズム

を明らかにするという課題がある。したがって外国為替相場論として総称する

論理体系は，一般に外国為替取引と外国為替相場メカニ ズムを明らかにするこ

とである，と位置づげることができよう 。したがって外国為替相場を外国為替

相場のみを対象とする論理あるいは外国為替取引のみを対象とする論理は，外

国為替の一側面のみを強調することであ って，世界市場の側面と国民経済の側

面の統一としての外国為替相場論の展開としては一定の限界を持つことになろ

う。

　このように外国為替および外国為替取引を位置づけるたらぼ，外国為替取引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
を国際的経済関係に重点をおいて展開する方法や，国内での貨幣 ・信用関係と
　　　　　　　　５）
して位置づげる方法などは，何れも一面的な見解といわざるをえない。国際的

経済関係のみを重視する方法は，国際的商業信用の展開に重点を置くことであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）り， また外国為替相場現象の本質を２国国民経済の両替相場と規定するという

ような理論展開になるのであり ，世界市場を国内市場の延長線上において国際，

国内の区別を事実上たくしてしまい市場　般に解消してしまうということにた

る。 さらに国民経済内の側面を重視する方法は外国為替取引を手形の貸付ある
　　　　　　　　　　７）
いは価格現象としてみるなど外国為替相場の背後にある国際的経済関係の側面
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を軽視することになるのである 。

　　 １）Ｋ　Ｍａｒｘ，Ｄａｓ　Ｋａｐ１ｔａｌ，Ｋ　Ｍａｒｘ－Ｆ　Ｅｎｇｅ１ｓ　Ｗｅｒｋｅ・Ｂｄ ・２３・ｓ１５６　邦訳

　　　『資本論』『マルクス ・エソゲルス全集』大月書店，第２３巻 ａ， １８５－６べ一ジ 。

　　２）海保幸世，前掲ｒ為替論をめくる論争」を参照 。

　　　　一般に世界市場的視点は，国際経済論研究者に多くみられ，国民経済的視点は ，

　　　貨幣 ・信用研究者に多くみられる方法である 。

　　 ３）外国為替取引におげる銀行の重要性を論じたのは，幸田精蔵氏である。幸田氏

　　　の提起した問題は，外国為替論の展開を従来の外国為替相場論の本質論争とは異

　　　たった方法的視点を与えたのであ った 。

　　　　幸田精蔵ｒ世界市場と世界貨幣」，ｒ外国為替の原理」（村野孝編『国際金融論

　　　講義』青林書院新杜，１９７３年，所収，を参照 。

　　 ４）村岡俊三『マルクス世界市場論』新評論，１９７６年 。

　　５）川合一郎ｒ資本と信用』有斐閣，１９５４年 。

　　６）今宮謙二『マルクス主義為替理論の研究』青木書店，１９７４年 。

　　７）小野朝男『外国為替』春秋杜，１９５７年 。

３． 外国為替取引と外国為替相場

外国為替取引の基本原理は，　般的に次のように表示される 。

　　　　　　　　　　　　　　　　第１図

甲国 乙国

商品輸出
Ａ →　　Ｂ

外国為替手捗

←

→
外国為替手彩

Ｃ　　← Ｄ

商品輸出

　甲国Ａが乙国Ｂに商品を輸出をし，乙国Ｄは甲国Ｃにたいして輸出をする 。

ＡおよびＤは外貨建て外国為替手彬を入手する（資金仕送り取引）。

　甲国Ａは乙国Ｂにたいし債権をもち，乙国Ｄは甲国Ｃにたいして債権を持つ 。

甲国Ｃ，乙国Ｂはそれぞれ債務者とたる。甲国Ａは乙国Ｂから資金を取り寄せ
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ずにＣがＡの所持する債権を買い入れる。同様に乙国ＢもＡに資金を送らずに

Ｄの所持する債権を買い入れる。この取引によっ て甲国Ａおよび乙国Ｄは輸出

代金を自国通貨で手にいれたことにたる。ＣおよびＢはＤ，Ａの持つ債権を手

にいれることによっ てＡ，Ｄにそれぞれ輸入代金を送らずに済むことにたる 。

　ＣおよびＢばそれぞれのもつ外国為替手形をもっ て出会えぼこの外国為替取

引は，甲乙２国問の現金輸送をせずに終了することカミ可能である。この基本原

理から外国為替取引は，流通空費節約のメヵニスムがはたらくということがで

きよう 。

　しかし外国為替取引の基本原理は，甲国Ａ ・Ｃ，乙国Ｂ ・Ｄのそれぞれの国

際的商品交換にともなう輸出商 ・輸入商のみの登場であ った。現実の外国為替

取引は，Ａ ・Ｃ ，Ｂ ・Ｄのみでおこなわれるのではなく ，またそれぞれが為替

の出会いを行うということは非常に偶然的なことである二そこで偶然的なこと

を　般的な経済状況にするには，それそれの国民経斉において外国為替銀行が

介在することが必要になる 。

　外国為替銀行が介在する外国為替取引の基本原理はつぎのようになる（資金

仕送り取引）。

　　　　　　　　　　　　　　　　第２図

甲国 乙国

商品輸出
　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　　　外国為替手捗
　　甲←　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙
　　国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国
　　通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
　　貨　　　　　　　　　　　　　　　　　　貨
形↓

甲銀行　　 …→外国為替手彩交換←…・・　乙銀行
　↑
甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙
国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国
通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
貨　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．．．→貨

　　　　　　　　外国為替手移
　Ｃ　　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ

商品輸出

甲国Ａは，商品輸出にともなう輸出代金を外国為替手移で受け取る。その外
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因為替手彩を甲銀行に売る。甲国Ｃは，Ｄに対する輸入代金を自国通貨で甲銀

行に抵い込む。乙国Ｄも外国為替手移を乙銀行に売る。Ｂは乙銀行に輸入代金

を自国通貨で払い込む。この外国為替取引によっ て， 甲国Ａの債権は甲銀行に

譲渡され，Ｃの債務は甲銀行が肩代りする。乙国においても同様にＤの債権を

乙銀行に譲渡し，Ｂの債務は乙銀行が肩代りする。甲，乙銀行はそれぞれ債権

・債務者になったはずである。そこで甲乙銀行がそれぞれ出会い外国為替手移

を交換し相殺すれば，この国際的商品交換にともたう外国為替取引は国際問の

現金輸送をしないですへて完了することが可能であり ，流通空費節約のメヵニ

ズムが働いていることになる 。

　外国為替取引は銀行を介在して行われるのが　般的である。第１図の外国為

替取引の基本原理は，流通空費節約メカニスムの基本原理を説明しているにす

ぎない。外国為替取引は，外国為替銀行の介在をいれて明らかにしなげれぼた

らない 。

　この場合の外国為替取引は以下の意味をふくんでいる。外国為替取引は，甲

国と乙国の国際的商品交換にともなう，国際的商業信用関係の発生に由来して

いる。ただしこの国際的商業信用は国内におげる商業信用のように手形の裏書

譲渡による信用の連鎖は生じない。２国問の国際的商業信用が国内に入るとき

には国際的な信用関係を断ち切らたげれぽたらない。すたわち信用は，国際，

国内間で連鎖したいのであるから，外国為替手移とくに外貨建て外国為替手移

は直接国内の流通領域に入り込むことはできないのである。そこで外貨建て外

国為替手移を銀行に売るということがおこなわれる。外国為替手形の発行とい

う国際問の特有の現象によっ て生じる国際的商業信用は，国内の商業信用と相

違するということである。この相違こそ外国為替取引の基本的特徴を示してい

るのである 。

　外貨建て外国為替手移は国民経済領域に入る場合国民通貨と交換しなげれぱ

ならない。そこで外国為替手形を銀行に売る場合相場現象が生じることになる 。

外国為替手移の売買を通じての相場毘象すなわち外国為替相場が発生するので

ある。この外国為替相場が外国為替取引の第２の特徴である。外国為替取引は
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国際的商業信用の展開の中で，国内の商業信用と異なった運動移態をとるので

ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　外国為替取引は，従来国際的商業信用関廉を重視する考え方と，国内で外国
　　　　　　　　２）
為替取引を重視する考え方との基不的な対立があった。外国為替取引は国際的

た貨幣 ・信用関係を対象にするのか，国内におげる貨幣 ・信用関係を対象にす

るのかといった問題である。しかし外国為替敢引は国際的な貨幣 ・信用関係が

国民経済領域ではどのような運動形態をとるかをあきらかにすることでなげれ

はならない。このことは国民経済内の貨幣 ・信用関係を基礎として国際的た貨

幣・ 信用関係を展開するということを意味しない。外国為替取引はあくまで国

際的経済関係の中から発生する問題である 。

　このように外国為替取引を位置づげればｒ外国為替相場論」として展開すべ

き課題は，国際的商業信用の発生とそのメヵニスムということにたろう 。さら

に銀行業務の拡大による国際的金融の展開なとが対象になる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
　外国為替相場論に関しては，周知のごとく種々な理論が出されている 。とく

に外国為替相場の本質論争として行われた問題はいまだ決着がついていない 。

外国為替相場の本質を両替相場または両替相場の発展彬態とする考え方（桑野 ，

今宮説），外国為替手形の価格および利子とする考え方（小野朝男，川合一郎説）

が有力な議論として提起された。しかし外国為替相場のｒ本質」を明らかにし

ようとする議論のなかには，前述のように外国為替相場現象のみを対象にする

か， 外国為替取引の中で外国為替相場現象を捉えるかによっ ては間題の提えか

たが大きく異なってくるのである。そこで外国為替取引を国際的経済関係の国

民的経済領域に入り込む問題として捉えれぱ，外国為替相場の従来の議論とは

異なった展開をすることが可能になると思われるのである 。

　外国為替相場は，名目的為替相場および実質的為替相場がある。名目的為替

相場は，価格の度量基準に基ついて設定されるいわゆる金平価に準じるもので

ある。為替平価は価格の度量基準に基ついて設定される以上国民通貨間の両替

と同じことを意味する。したがって為替平価は両替相場に規定される。しかし

為替平価は各国間の金価値の相違に応じて設定されているとは限らない。価格
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の度量基準の設定は，各国民経済間においていわぽ窓意的に設定することが可

能た領域である。例えは価格の度量基準を切下げれは，金平価の切下げすたわ

ち為替平価の切下げとたり ，価格現象としての国際価格において輸出競争力を

強化することになる 。

　外国市場を拡大し輸出を増大することを資本が要請すれぱ，あるいは外国か

らの輸出攻勢，または国際競争上不利になれば，為価平替の切下げもおこなわ

れることになる。したがって価格の度量基準は，金価値と無関係に，いわば窓

意的に設定しうるという特徴をもっ ている。この価格の度量基準の各国の設定

は貨幣の相対的価値の国民的相違の一つの現象として生じる間題である 。

　資本主義は歴史的に価格の度量基準の切下げのみをおこたってきた。国際的

競争の関係からす汕ま，後れた国，国際的競争力の低い国が為替平価の切下げ

を行うのである。為替平価の切下げの前提となる価格の度量基準の切下げは ，

当然商品価格の上昇をもたらす。貨幣の相対的価値は，国際的競争力の低い国

の方が生産力のより高い副こ比べて小さい。だが貨幣の相対的価値は，金の一

定重量に対する労働量を示すものであ って，後れた国では貨幣の相対的価値は

高い。すなわち一商品あたりの労働量は大きいとしても，商品価格は高いとは

限らずむしろ先進国より低いという特徴がある。したがって価格の度量基準の

切下げは，国際問の貨幣の相対的価値関係の相違をもたらすとともに国際問の

価格関係および国内の価格関係にも変動が生じることになる 。

　外国為替相場（名目的為替相場＝為替平価）は，価格の度量基準を基準として

設定される。この限りでは金平価と同一であり ，両替相場に応じたものである

ということができよう 。しかし，実質的為替相場は為替平価を中心とした運動

であり ，この実質的為替相場の運動が何によって生じるかといえぱ，支払い差

額を中心にした運動によっ てである。またこの運動は金現送点の範囲内で行わ

れるということも当然のことである。したがって実質的為替相場も価格の度量

基準を基準にした金平価およひ両替相場をもととした為替平価を中心にＬて動

くことから，外国為替相場の変動の問題は，両替相場を基底において展開され

なげればならたいことになる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１２４）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
　従来外国為替相場の本質をｒ両替相場の発展彩態」（桑野説）と見るかんがえ

方は，以上の内容を示しているのである。この考え方は，実質的為替相場も両

替相場によっ て規定されると考えているわけではなく ，為替相場の変動要因は

あくまで国際収支の支払い差額およぴ貨幣の減価に求めているのである 。

　外国為替相場の問題は，外貨建て外国為替手彬と自国通貨との売買に際して

生じる価格現象であり ，為替相場の変動要因と変動範囲とは別の間題としてと

らえることが必要であろう 。為替相場の変動範囲は金現送点の範囲内であるが ・

外国為替手彩はもともと世界貨幣の支払い手段機能から生じたものである ・そ

れゆえに外国為替手移は，世界貨幣（国際通貨）の代位機能を持つものであ乱

したがって外国為替手形は，世界貨幣と大幅にはなれて流通しえないことにな

る。 外国為替相場の変動範囲は世界貨幣の代位機能としての流通範囲であると

規定することができよう 。その流通範囲は金現送点として生じるものでもある ・

　しかし外国為替相場は国際収支の支払い差額によっ て変動するということに

なれは，支払い差額が順であれは外貨建て外国為替手形の需要が減少し，いわ

ゆる自国通貨高の現象として生じる。支払い差額が逆であれば自国通貨安の現

象となる。ここでは外国為替相場の変動に打ち歩が生じているように思われる

が， 実質は需給状況をしめす現象にすぎない。ただし外国為替手移が期限付き

手彬であれぱ，ここでは当然利子が発生することになる 。

　金本位制を離脱した不換制のもとでの外国為替相場は，基準とたる価格の度

量基準の設定，すなわち金平価が存在しないのであるから為替平価の設定その

ものがさらに窓意的たものといわなげればたらない。国家の政策によっ て自由

に為替平価の設定が出来ることになる。ここでの外国為替相場は両替相場によ

って規定される（価格の度量基準に基つく）というのではなく ，外国為替相場は

貨幣価値とは無関係に設定しうるという特徴をもつものである。したがって国

民的通貨の価値と為替平価の問には，価値の乖離現象がみられる。この価値乖

離から前述のような国民的通貨の対内価値と対外価値が存在しているというよ

　　　　　　　　　　　　　　５）
うな考え方がうまれるのである 。

　外国為替相場の本質を両替相場もしくは両替相場の発展彬態と捉える考え方
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は， 国際的経済関係の貨幣次元の問題を強調しているにすぎず，また手移価格

・手形利子をとなえる見解は，国際的経済関係を軽視して国民的経済領域の貨

幣・ 信用関係のみを強調しているにすぎないといえるであろう
。

　したがって外国為替相場を展開するには，国際的な貨幣 ・信用関係と国民経

済内の貨幣 ・信用関係の相違，国際的貨幣 ・信用関係が，国民的経済領域内に

入り込むぱあいの特徴を論じるべきであろう。そうたれぱ外国為替相場現象の

まえに外国為替手彩の内容を明らかにすることが必要となる。すなわち外国為

替手形は・世界貨幣の支払い手段機能から発生したということを明確に位置づ

げることである・外国為替手形は世界貨幣の代位機能を持つということである
。

世界貨幣の代位機能としての外国為替手形は，世界市場でどれだげの機能と ，

どれだげ流通できるかを明らかにしたげれぽならない。そして世界貨幣の代位

機能という側面からみれは外国為替手形は，金現送点の範囲内でしか流通しえ

ないことになる。また国民的経済領域内に入り込む場合は，国民通貨との交換

が行われなげればならないということである。外国為替手形の発行は，国際的

商業信用関係を移成するということになろう 。そうなれぱ外貨建て外国為替手

形は外国為替銀行に売る場合，世界貨幣の代位機能としての外国為替手移が異

種通貨で表示されているのであるから，自国民通貨との交換においては両替比

率が基準になる・両替比率が基準になるということは，両替相場が「外国為替

相場の本質」を意味するのではたい。外国為替手形は世界貨幣の支払い手段機

能の代位であり ，国際的商業信用関係の間題であるからである。したがって外

国為替相場は，異種通貨建て外国為替手形の国民通貨との交換におげる現象で

あり ・世界貨幣を媒介する国際的商業信用貨幣と国民通貨との交換関係であ

る・ そして世界貨幣の流通限度内において生じる現象であるということができ

よう
。

　　１）例えば，次を参照 。

　　　村岡俊三，前掲書。

　　　辻忠夫『国際金融論序説』目本評論杜，１９６７年
。

　　２）例えぱ，次を参照 。

　　　川合一郎，前掲書 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１１２６）
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　小野朝男，前掲書 。

３）論争の整理は，次を参照 。

　信用理論研究会編『信用論研究入門』有斐閣，１９８１年 。

　三木毅 ・松井安信編『信用と外国為替』ミネ ノレヴァ書房，１９７８年 。

　木下悦二 ・村岡俊三編，前掲書 。

４）桑野仁ｒ国際金磁論』法政大学出版局，１９７２年，１０２－１０３へ一ソ。

　　なお桑野氏は，外国為替相場論の本質を両替相場の発展形態として提えてい

　る。今宮氏に見られるように外国為替相場の本質を両替相場と揚定する見解とは

　相違がある。ただし，桑野氏のように外国為替相場の本質観定をする場合に ，

　ｒ両替相場の発展彩態」という表現は若干あいまいさを残しているように思われ

　る 。

５）戦後のＩ　ＭＦ体制における固定為替平価制は，いわは価格の度量基準とは無関

　係に設定されたものである。為替平価設定の基準になったのは，アメリカが世界

　市場支配を有利に導くための国際的経済関係および国際価格 ・国際的競争関係の

　状況によっ ていたのである。したがって国民的通貨に対内価値，対外価値の二つ

　があるという捉え方は，為替平価の設定そのものの捉え方に問題があるというこ

　とになろう 。

４． お　わ　　り　に

　外国為替相場は，金本位制の段階においては，価格の度量基準をどのように

設定するかによっ て， 為替平価（名目的為替相場＝金平価）を決定することがで

きる。また不換制下においては，国民的通貨の価値（代表する金量）とは無関係

に為替平価を設定しうる。いずれの場合においても国際的競争関係を優位にし

うる政策としておこなわれる。金本位制下あるいは不換制下においても為替平

価（名目的為替相場）は，国民的通貨の価値とは乖離して設定しうるということ

である。国民経済が国際的経済関係を深めれぱ深めるほど具体的には外国貿易

の拡大，資本輸出の拡大などがおこなわれれは，国際的競争関係を優位にみち

びく為替平価を設定しようとする。国際的競争関係が不利になれば，為替平価

を切下げ，国際的競争関係の是正をはかることになる。金本位制下であれは価
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格の度量基準の切下げを，不換制下であれは国民的通貨の価格の度量基準の変

更（法制的価格の度量基準が存在しない）なく為替平価の切下げをおこなう 。この

ように為替平価の変更は，いわぱ国際的競争力の劣った国および後進資本主義

国が採用する重要な国際経済政策ということができよう。国際競争力の高い国

あるいは発展した資本主義国においては自国の為替平価を切り下げることなく ，

他国の為替平価切下げによっ て， 国民経済および国際的経済関係に影響が及ぶ 。

　為替平価の切下げは，国際的競争力の強化につながるが，それは具体的には

国民経済内の生産力体系に全く変動がなかったとすれぱ，国際価格の引き下げ

と同じことを意味している。国際価格の引き下げによっ て， 輸出競争力を増大

することが可能にたる。輸出競争カの増大は，外国市場の拡大，国内の生産力

の拡大を可能にする。輸入の面からみ汕ま，輸入価格の上昇により輸入の抑制 ，

国内産業の保護，国内生産力の増大を可能にする 。

　為替平価の切下げは，国際経済的には国際収支の不均衡を是正し，国内産業

の保護 ・生産力増大を可能にするという経済政策として位置つげることも可能

である。また，為替平価の切下げは輸出を増大するが，外貨取得率の減少を招

くし輸入品の国内での価格上昇を招くという側面をもっ ている。したがって為

替平価の切下げは，輸出競争力を増大し，生産力拡大を可能にする反面国内価

格体系の上昇（価格の度量基準の切下げと，輸入品の価格増大），外貨取得率の減少

という事態を招くということから，結局は国内の産業構造の再編，国内の競争

関係の変更（たとえぼ資本の集中 ・集積，生産の集中 ・集積あるいは独占の誕生 ・拡

大）ということに一なろう 。

　為替平価の変更は，国際的経済関係からみれぱ国際的競争関係の変更すたわ

ち国際価格の変更を意味する。国際価格は，国際的価値の現象彩態であるから ，’

為替平価の変更は，国際的価値の強制的変更ということになる。国際的価値は ，

為替平価の変更（切下げ）を通じて，国民的価値体系（労働の強度，労働の生産性

の相違による国民的価値の相違＝価値法則のモデ ィフィヶイシ ヨソの課題）からの乖離

という問題が生じるのである。しかし国民経済が国際的経済関係を密にすれほ

するほど為替平価の変更（価格の度量基準の切下げ）は，国際的経済関係によっ
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て国民経済内の価格体系の変動要因になることもある。むしろ国内の価格体系

が国際価格体系に近づくこともあろう 。

　さらに為替平価の切下げは，資本移動に一も影響を及ぼす。外国からの資本輸

入の増大を招き，外国への資本輸出を相対的に抑制する効果をもつことにもた

る。 この資本移動の側面からも国際収支の均衡化をもたらす要因にもなる 。

　変動相場制になると国際的競争力変更の手段として，国際収支均衡化の手段

としての為替平価の切下げは，法制的には不可能になる。そこで変動相場制下

においても，金本位制，固定相場制と同様の為替政策がおこなわれる。国際的

競争力を強化する手段としての外国為替相場の変更には，実質的に外国為替相

場切下げが行われる手段が，国際収支不均衡の場合にも同様の手段がおこなわ

れる。いわぱ変動相場制下においては，外国為替相場が市場の自由な動帥こ委

ねられているのではなく ，むしろ為替政策によっ て外国為替相場が自由に変更

しうる状況になっていることを意味している。すなわち変動相場制下におげる

為替相場政策（あるいは１９７１年８月までのＩ　ＭＦであるならぱ，為替平価の変更を含

む国際経済政策は非常に困難な状況があ ったのであるが）は，国際経済政策の街止め

がなくなった状況を示しているのであり ，国内，国際的経済状況によっ ていつ

でも外国為替相場を変更しうるということを示すのである。別の表現をすれば

変動相場制は，外国為替相場を自由に変動できるということであり国際経済構

造および国民経済構造を容易に変更しうることでもある 。

　しかし外国為替相場の変動の幅が大きけれぱ大きいほど国際的経済関係およ

び国民経済構造に及ぼす影響がおおきいことから，各国は外国為替相場の変動

幅を小さくする政策を追求している。いわば外国為替相場の安定が国際的経済

関係の安定につながるものとして位置づけているのである。各国が外国為替相

場安定政策を追求しているからといって外国為替相場が安定するものではない 、

アメリカの国際通貨政策は過剰ドルの存在を無視してさらにドル流出を続けて

いる。そのため各国外国為替相場はより不安定になっているのである。したが

ってトル流出が続く限り先進資本主義諸国はアメリカに協調しなげれ（よならな

い状況といえる。このことはいうまでもなくアメリヵとヨーロッバ ・目本との
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対止関係を否定するものではない 。

　本稿では，外国為替論の対象をどの領域で設定するかということを中心にし

て論じ，さらに今目の複雑化する国際通貨情勢の中で外国為替相場の問題をど

のように捉えるかということを考察した。結論を要約すれぽ，外国為替相場は

世界市場的視点と，国民経済的視点の両視点から論じられなげれはならないこ

と， 世界市場的視点とは，外国為替が世界貨幣の支払い手段機能の代位機能と

して位置つげたげれはならないこと，また外国為替手移の発行は国際的商業信

用の間題として位置づげること，世界市場と国民経済を結び付けるのが外国為

替取引であり ，外国為替相場は外国為替銀行を媒介にして論じなげればたらな

いということ，その際の外国為替相場は外国為替が世界貨幣の代位機能である

ことから，両替相場の発展捗態としてとらえること，である 。

　以上外国為替論に関して対象領域および課題を中心にして述べてきたが，外

国為替論に関する諸説の検討およぴ今目の国際通貨問題の詳細な検討は行われ

ていない。これらの問題は，改めて別稿で論じる予定である 。

（ｎ３０）


